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51帽 のスピン格子鑑和奉の温度変化の研究1)ti･VSeLlが′ヾ" 8
常磁性体であり･V3Se4やV3S4そしてV5S88は弱い反強磁性 D
金属であることを那 かにした｡こ｡知見は,バウ柑 磁牡からモ…メソ 盲 6Q)
ほ 生へが 橋渡し廿の突放的証拠となった｡Ti3Te4蔓ま温度独立の To
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横道をとる｡3) そのX-丁此奴 4)(図3)払 むしろV3Se41)に似
















vTc2-V3Te｡におけるXやpの邪 について,Tc邪 にVが人 言 16､ ∈
ることによるvan der Waais gapの破磯と3次元でのd wqI12
バンド成立によるスピンの揺らぎの兼ね合いが問題になるかもしれない｡
ニ1
VTeの組成のところは･郎 3rLTd禿V5Te,.(そのX-Td摘 u籾 澄


























ク 個 1)の原因として.反強磁性転封 6)tともにこのような可能性も換
討されるとよい｡
APW計器の依果払 定紋酌にいわれているctulcogcnidcsでのp′ヾ
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